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夢に向かって自分らしく輝く　薗田 知
ち か

佳さん「ミセスSDGs ジャパン」鹿児島代表
２月に鹿児島市で開催された、世界的ミスコンテストの合同地方代表選考会「ベストオブミス」の鹿児島大会におい

て、４人の女性がグランプリに輝きました。その中の「ミセス SDGs ジャパン」部門において、町出身の薗田（旧姓：東）
知佳さんが夏に行われる全国大会に鹿児島代表として選出されました。
４月１日に表敬訪問に訪れた際には、薗田さんのほか、「ミス・ユニバーシティ 2026 鹿児島」の加藤 未花さん、「ミ

スプラネットジャパン 2026鹿児島」の網屋 凜菜さんも訪問され、鮮やかなドレス姿を披露しました。
「ミセス SDGs ジャパン 2026 鹿児島」の薗田 知佳さんは、宮富小学校、高山中学校の卒業生で、高校卒業後は看護
師として、現在も鹿児島市内で医療に携わっています。昨年の鹿児島代表が日本グランプリを獲得し、連覇を目指す大
会となりますが、薗田さんに気負う様子はなく、「日々支え応援してくれた家族や関わってくださる方々の存在が大きな
力となりました。引き続き温かい応援をよろしくお願いいたします」と周囲への感謝を伝えてくれました。家庭と看護
師の仕事を両立しながら、全国の舞台に向けて日夜努力を続けています。

挑戦の火は消えない
楠隼中学校が宇宙甲子園全国大会に出場
２月に福島県南相馬市で開催された、中高生がモデルロケッ

トの製作や打ち上げの技術などを競う全国大会「宇宙甲子園」
に楠隼中学校の４人が県代表として出場しました。
枝廣 快知さんをリーダーに、日南 陽一さん、樋川 颯人さん、

沖田 寅貴さんでロケットの設計やエンジンの調整などそれぞ
れの部門を担い、高校生チームと堂々と渡り合いました。
３月 10日に町長へ報告を行った際には、初めての全国大会

出場、初めて福島県を訪問した体験に多くの刺激を受けたと話
してくれました。出場したチームとの情報交換も活発に行った
様で、次の大会での更なる飛躍が期待されます。

左から薗田さん、町長、網屋さん、加藤さん全国大会への意気込みを話す薗田 知佳さん（写真左）

左から町長、日南さん、枝廣さん、
　　　　　　　　沖田さん、樋川さん、二宮顧問

伊勢神社の鎌踊り（場所：天道池）

桜迫神社の棒踊り（奉納後のかぎ引き）

「交通安全を身につけて」という想いを込めて
県トラック協会による文具寄贈
３月 12日、県トラック協会の方々が肝付町役場を訪れ、町

長へ文具を寄贈されました。
寄贈された品は、この春、小学校へ入学する新１年生に交通

安全についての知識を伝えようと、道路標識などが描かれた鉛
筆２本と消しゴム、定規の文具セットです。
文具には『交通安全を身につけて、楽しい学校生活を送って

ほしい』という想いが込められています。県トラック協会の皆
さま、貴重な学用品をありがとうございました。

「家族で本を楽しんで」二宮鉄工から
波野小学校へ図書を寄贈
３月 27日、株式会社 二宮鉄工（代表取締役：鶴田 陽三氏）

から波野小学校へ図書が寄贈されました。
波野小学校では、子どもたちが本に親しむ一環として、保護

者向けの本を貸し出すなど独自の取り組みを行っています。
今回の寄贈は、その活動に鶴田氏が共感したことがきっかけ

で、図鑑や絵本、小説など 63冊を寄贈されました。
鶴田氏は、「親が日常的に本を読む家庭では、読書の習慣が
根付きやすくなる。言葉の力や想像力、思考力を付ける土台に
つながれば」と話されました。

地域の伝統を繋ぐ　棒踊り・鎌踊り
３月中旬から下旬にかけて、３つの神社で棒踊りや鎌踊りが

実施され、地域の方々が集まり、豊穣を祈願しました。
今年実施されたのは、伊勢神社（野崎地区）の鎌踊りと、桜

迫神社（宮下地区）の棒踊りです。住吉神社（波見地区）は神
事のみ執り行われました。
伊勢神社の鎌踊りに今回初参加した田吹 閏さん（５歳）は

この日のためにたくさん練習をしたそうでお父さんと踊った後
に、「楽しかった」と笑顔で話してくれました。
　※当日の様子はYouTube で公開中です（表紙をチェック）

初めて参加した田吹 閏さん（写真中央左側）


